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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年4月18日(2011.4.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　本発明の方法は、ｐＨが中性からやや酸性の水系液体組成物の受動的蒸発により生成さ
れた蒸気相の過酸化水素を用いることによる、屋内環境内の空気および表面からの悪臭の
除去または低減を提供する。水系液体組成物は、約８重量％以下の過酸化水素を含むこと
が好ましい。「受動的蒸発」とは、蒸気相の過酸化水素が大量の水性組成物から直接蒸発
することにより、長期間にわたってゆっくりと生成されることを意味する。ここには、水
性組成物を屋内の空気中に分散したり、大量の液体もしくは液体の液滴として機械的手段
（手動操作または動力装置による注入、スプレー、ミスト化、霧化、または噴霧など）を
用いて直接屋内表面に適用する、方法は含まれない。液体過酸化水素組成物のｐＨ範囲は
、約１５～３０℃の温度範囲で約８～約１の範囲であることが好ましい。ｐＨが中性から
やや酸性である水系液体組成物は、低粘度の流体、粘性ゲル、または高濃度の懸濁液を包
含してよく、芳香剤／香料成分を含むその他の成分も含んでもよい。　
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　本発明の方法は、過酸化水素の屋内空気空間への受動的蒸発に関する。本明細書におい
て「受動的蒸発」とは、蒸気相過酸化水素が大量の水性組成物から直接長期間にわたって
ゆっくり生成されることを意味する。ここには、水性組成物が屋内の空気中に分散したり
、機械的手段（手動操作かまたは動力装置による注入、スプレー、ミスト化、霧化、また
は噴霧など）を用いて直接屋内表面に大量の液体としてまたは液体の液滴として適用され
る方法は含まれない。水性のｐＨが中性からやや酸性の水性過酸化水素組成物は、均質な
溶液であっても懸濁固体を含む不均質な分散体であってもよい。液体過酸化水素組成物の
粘度の範囲は、「水で薄められた」流動体（２５℃にて約１０センチポイズ未満）の粘度
から高粘性かつ硬質のゲル、ペーストまたは懸濁液（２５℃にて約１００，０００ｃｐｓ
以上）のそれにまで至る。粘度増加剤には、過酸化物安定性の界面活性剤系、過酸化物安
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定性ポリマー、ならびに各種の固体無機増粘剤／増量剤（アルミナ、シリカ、および天然
／合成粘土など）が含まれうる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋内環境内の空気および／または表面から悪臭を低減させる方法であって、前記空気ま
たは表面を、１５℃～３０℃の温度範囲で１～８ｐＨの範囲を有し０．１重量％～５０重
量％の過酸化水素を含む水系液体組成物から過酸化水素を、屋内の空気中に分散すること
や機械的手段を用いて直接屋内表面に適用することを含まない手段によって蒸発させるこ
とにより得た蒸気相の過酸化水素で処理することを含む、方法。
【請求項２】
　前記水系液体組成物が０．１重量％～１０重量％の過酸化水素を含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記水系液体組成物のｐＨの範囲が２～７である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物が、芳香剤をさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記水系液体組成物が０．５％～８％の過酸化水素を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記水系液体組成物のｐＨの範囲が２～７である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記組成物が、芳香剤をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記水系液体組成物のｐＨの範囲が３～６である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　水系液体組成物の受動的蒸発が加熱または送風機により促進される、請求項１に記載の
方法。
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